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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第３四半期連結
累計期間

第67期
第３四半期連結

累計期間
第66期

会計期間

自2022年
　４月１日
至2022年
　12月31日

自2023年
　４月１日
至2023年
　12月31日

自2022年
　４月１日
至2023年
　３月31日

売上高 （千円） 13,493,218 13,739,695 18,618,630

経常利益 （千円） 787,699 788,581 1,055,493

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 556,888 542,859 815,655

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 703,861 734,534 849,921

純資産額 （千円） 10,975,811 11,748,442 11,121,871

総資産額 （千円） 19,863,005 19,856,711 20,427,670

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 122.94 119.47 180.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.3 59.2 54.4

 

回次
第66期

第３四半期連結
会計期間

第67期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2022年
　10月１日
至2022年
　12月31日

自2023年
　10月１日
至2023年
　12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 47.28 25.78

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の子会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和されたこと

により経済活動の正常化が進み、緩やかに持ち直しの動きが見られました。一方で地政学的リスクの長期化や資

源・原材料価格の高騰、不安定な為替動向、中国経済の先行き懸念など、海外景気の下振れがわが国の景気を下押

しする可能性があり、依然として先行きは不透明な状況が続いています。

当社グループにおきましては、半導体市場において、巣ごもり消費による需要からの反動や企業の半導体設備投

資への抑制から産業機器やデータセンターサーバー向けの需要も弱含んで推移しました。加えてセットメーカーで

は、コロナ禍で積み増した部品在庫の調整を行ったことも相まって、当社製品である半導体製造装置用ポンプの受

注に影響を与えました。景気の先行き不透明感から回復時期は見通し難い状況であるものの、中長期的には、パソ

コンやスマートフォン等の民生ＩＴ機器の出荷台数が緩やかに回復するほか、企業投資の増大により産業機器や

データセンターサーバー向け需要の回復が期待されており、市場規模の拡大が見込まれています。

また、産業機械業界は、工場・倉庫設備向けを中心とした根強い自動化ニーズがあるものの、世界的な金利上昇

や中国景況感悪化を背景とした企業の設備投資意欲の低下により、産業機械用モータの受注は一部で減速が見られ

ました。

一方、賃金の上昇や材料コストが上昇する中、部材の安定調達に努めるとともに、販売価格の見直しを行うな

ど、利益確保にも努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は137億39百万円（前年同期比101.8％）となりました。

営業利益は６億86百万円（前年同期比102.2％）、経常利益は７億88百万円（前年同期比100.1％）となりまし

た。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億42百万円（前年同期比97.5％）となりました。

②財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比べ５億70百万円減少し、198億56百万円となりま

した。主な内訳として現金及び預金が増加したものの、受取手形及び売掛金、投資有価証券が減少したことによる

ものであります。負債は前連結会計年度末と比べ11億97百万円減少し、81億８百万円となりました。主な内訳とし

て支払手形及び買掛金、電子記録債務、借入金ならびに未払費用が減少したことによるものであります。純資産は

前連結会計年度末と比べ６億26百万円増加し、117億48百万円となりました。これは主に利益剰余金、為替換算調

整勘定が増加したことによるものであります。

(2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、４億２百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(5）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資金状況は、主として営業活動によるキャッシュ・フローならびに金融機関からの借入により必

要とする資金を調達しております。

(7）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動および主要な設備の前連結会計年度末における計

画の著しい変動はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,650,500 4,650,500
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 4,650,500 4,650,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 4,650,500 － 908,918 － 1,861,508

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 101,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,547,900 45,479 －

単元未満株式 普通株式 1,500 － －

発行済株式総数  4,650,500 － －

総株主の議決権  － 45,479 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権10個）

含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式47株が含まれております。

②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

三相電機株式会社

兵庫県姫路市青山

北一丁目１番１号
101,100 － 101,100 2.17

計 － 101,100 － 101,100 2.17

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,247,669 4,674,280

受取手形及び売掛金 4,110,470 ※ 3,355,633

電子記録債権 2,194,454 ※ 2,336,187

商品及び製品 661,972 623,626

仕掛品 1,495,301 1,446,810

原材料及び貯蔵品 541,639 470,453

その他 231,723 245,880

貸倒引当金 △1,000 △1,000

流動資産合計 13,482,231 13,151,872

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,226,191 2,213,925

機械装置及び運搬具（純額） 614,974 675,131

工具、器具及び備品（純額） 411,919 443,318

土地 897,605 945,996

リース資産（純額） 665,419 666,359

建設仮勘定 84,041 80,187

有形固定資産合計 4,900,153 5,024,919

無形固定資産   

その他 111,185 104,519

無形固定資産合計 111,185 104,519

投資その他の資産   

投資有価証券 1,298,019 1,031,641

繰延税金資産 404,872 306,572

その他 231,208 237,185

投資その他の資産合計 1,934,100 1,575,399

固定資産合計 6,945,439 6,704,838

資産合計 20,427,670 19,856,711
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,194,443 1,053,428

電子記録債務 1,901,584 1,655,729

短期借入金 500,000 402,391

１年内返済予定の長期借入金 626,689 549,968

未払費用 508,745 339,885

未払法人税等 152,669 76,031

その他 1,031,805 1,097,717

流動負債合計 5,915,937 5,175,151

固定負債   

長期借入金 1,595,061 1,187,585

リース債務 512,623 519,976

退職給付に係る負債 1,248,577 1,197,210

負ののれん 8,610 6,995

その他 24,990 21,350

固定負債合計 3,389,862 2,933,117

負債合計 9,305,799 8,108,268

純資産の部   

株主資本   

資本金 901,663 908,918

資本剰余金 1,855,960 1,863,215

利益剰余金 7,967,774 8,388,161

自己株式 △79,134 △79,134

株主資本合計 10,646,264 11,081,160

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 54,402 114,826

繰延ヘッジ損益 18,467 －

為替換算調整勘定 423,134 571,200

退職給付に係る調整累計額 △20,397 △18,744

その他の包括利益累計額合計 475,606 667,281

純資産合計 11,121,871 11,748,442

負債純資産合計 20,427,670 19,856,711
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 13,493,218 13,739,695

売上原価 10,906,859 11,097,651

売上総利益 2,586,358 2,642,043

販売費及び一般管理費 1,914,507 1,955,407

営業利益 671,851 686,636

営業外収益   

受取利息 7,575 8,067

受取配当金 19,359 16,353

為替差益 48,732 43,847

投資有価証券評価益 908 6,721

投資有価証券売却益 871 2,563

負ののれん償却額 1,614 1,614

不動産賃貸料 29,844 45,767

売電収入 6,090 5,924

その他 27,193 8,299

営業外収益合計 142,191 139,159

営業外費用   

支払利息 6,111 9,044

不動産賃貸費用 16,616 24,712

売電費用 2,435 2,290

その他 1,179 1,166

営業外費用合計 26,343 37,214

経常利益 787,699 788,581

特別利益   

固定資産売却益 169 －

投資有価証券売却益 － 12,936

特別利益合計 169 12,936

特別損失   

固定資産売却損 － 178

固定資産除却損 5,040 9,390

特別損失合計 5,040 9,568

税金等調整前四半期純利益 782,828 791,948

法人税、住民税及び事業税 159,937 170,017

法人税等調整額 66,002 79,071

法人税等合計 225,939 249,089

四半期純利益 556,888 542,859

親会社株主に帰属する四半期純利益 556,888 542,859
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益 556,888 542,859

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △18,056 60,424

繰延ヘッジ損益 △48,493 △18,467

為替換算調整勘定 209,468 148,065

退職給付に係る調整額 4,054 1,653

その他の包括利益合計 146,973 191,674

四半期包括利益 703,861 734,534

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 703,861 734,534
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形等の金額は、次の

とおりであります。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

受取手形 －千円 18,466千円

電子記録債権 － 162,742

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）および負ののれんの償却額は、次のとお

りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

減価償却費 578,135千円 631,906千円

負ののれんの償却額 △1,614 △1,614

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月10日

取締役会
普通株式 113,018 25.0  2022年３月31日  2022年６月６日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月10日

取締役会
普通株式 122,473 27.0  2023年３月31日  2023年６月２日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年12月31日）および当第３四半期連結累計期間（自

2023年４月１日　至2023年12月31日）

当社グループは、モータおよびポンプ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

部門別の名称
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

モータ（千円） 5,640,785 5,458,579

ポンプ（千円） 7,852,433 8,281,116

顧客との契約から生じる収益（千円） 13,493,218 13,739,695

その他の収益（千円） － －

外部顧客への売上高（千円） 13,493,218 13,739,695

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益 122円94銭 119円47銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
556,888 542,859

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
556,888 542,859

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,529 4,544

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月６日

三相電機株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

大阪事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 許　　仁九

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川勝　充樹

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三相電機株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三相電機株式会社及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）　１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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